













いた。長崎貿易（対中国・オランダ）は幕府が直轄し、琉球貿易（対中国）は実質的に薩摩藩が支配し、そして対朝鮮貿易は東萊府釜山鎮に置かれた倭館にて対馬藩が実施していた。三口 共通する点は、主と 中国産の絹製品（生糸・絹織物）を輸入し、対価として倭銀を輸出することであり、日本 銀を通して近世東アジア貿易圏の一環に組み込まれていた。　
一方朝鮮も日本と同じく民間人の自由な出入国を禁止し、貿易を国家の統制下に置いていた。朝




























































































長銀であれ元禄銀であれ銀貨はその品位に見合った評価を受けるが、朝鮮国内では元禄銀への信頼が得られなかったため、元方役 債権（対馬側の被執）は膨脹し、債務（ 側の被執）は急減した。かかる状況は貿易で生計を立てている対馬藩にとって死活問題であったが、使行貿易の利潤から対清工作費などを捻出していた朝鮮政府にとっても看過し難い問題となってい 。日朝 萎縮に呼応して中朝貿易がどのように変動したかは不明であるが、この頃から被執に関する論議が官撰史料 盛んに登場する。　











わち私貿易を禁止して倭館に圧力を加えたのに対し、朝鮮政府は使行貿易 優先する見地から開市の再開を命じたのである。注目され のは、被執の代価は原則と 翌年までに償還される と、すなわち使行の往返に合わせて一年以内に支払いがな れてい ことである。　
ところが元禄銀は朝鮮商人から忌避され、市場では流通しなかった。決済の必要上、朝鮮商人か






























































































































ける朝鮮側の支払いは公木で一四〇〇同 内訳は現物四〇〇同・手標二〇〇同・換米八〇〇同であり、倭館ではこ 手標を被執唐貨の決済に充て、萊商は東萊府などに赴いてこれ 米または に引き替えていた。かくの如く日朝貿易は求償貿易として 建前とは裏腹に、内部では倭館・東萊府・萊商などが官営貿易・私貿易の境界を跨いで債権や債務を弾力的に融通し合っており、長期間の延べ取引は日常茶飯事であった。萊商は手標の支払いを米か綿布か有利 方の物貨で受け、これを売り払って銀を回収していたのであろう。　
この手標取引に中央官庁である賑恤庁が関係することもあった。粛宗二三年（一六九七）には忠

















府・慶尚監営・京衙門（賑恤庁など）が米 手標で給付するので対馬藩は現物を受け取れず、深刻な外交問題に発展 ていたこと 窺われる。対馬藩で 倭館 派遣する裁判（交渉役人）を「米取裁判」と呼んでいたと言われるが、その背景には公作米の恒常的な支払い遅延があったのである。　
そしてかかる状況に付け込み、京衙門が営利行為に走ることもあった。粛宗六年（一六八〇）守



















































































































た。しかし一六九九年に元禄銀の通用が始まると貿易全体が萎縮し、対馬側被執も朝鮮側被執も共に膨大な債権の焦げ付きを抱えるように った。被執の完済には五︱六年を要するようになり、これは倭館貿易で財政 維持していた対馬藩 と ても、燕行使の対清工作費を使行貿易からの利益で賄ってい 朝鮮政府にとっても大きな痛手と ったが、一七一一年に人蔘代往古銀の輸出が開始されたこと より混乱は終息し、日朝貿易は再度活気を取り戻した。　
被執は私貿易における延べ取引であるが、官営 にあっては進上と回賜が同時に行われるはず





















































































































	 先是。東萊府使権以鎮状啓。条列辺事。請加釐正。……其三曰。商訳被執物貨・人蔘。而 時 倭人 愛者。被執雖近。準数以給。所不愛者。稽緩後時。又多不準。故商訳奔走献媚。争為心腹。在国家制辺之計実為莫大之憂
（
19）	　





















































































曰関防之失宜也。所謂立本之害民云者。公作米一万六千石。料米・魚価米五千一百石 料黄豆八百石。大同儲置増減雖異。三穀恒留殆近三万石。輒 春後発売。秋冬所当用者。毎石出二両五銭 散給民間。使之秋後納米。剰銭皆帰別用。本府各鎮相率効尤 些少餉穀。率多虚留。所謂手標倭貿之生釁云者。公作米・料魚價米。倭人或有緊急所需 則商訳輩限前減価。以某物給本直。預受手標。以為待限出米。発売取剰。便為本官所犯。歳輒為二千余石。反致商訳輩之失利呼冤。
（
34）	　『承政院日記』第七七〇冊、英祖九年一二月二〇日。
─ 2（ ─
近世日朝貿易と被執取引
（
35）	　
同右、第七八五冊、英祖一〇年八月二〇日。
（
36）	　
同右、第七九八冊、英祖一一年四月二〇日。
（
37）	　
同右、第八二四冊、英祖一二年四月一九日。
（
38）	　
同右、第八七五冊、英祖一四年七月 八日。
（
39）	　
同右、第一〇三四冊、英祖二四年九月一七日。
（
40）	　
同右、第一〇八 冊、英祖二八年三月一九日。
（
41）	　
同右、第九八二冊、英祖二一年正月 二日。
（
42）	　
同右、第一一四九冊、英祖三三年一〇 一七
（
43）	　
同右、第一一五〇冊、英祖三三年一 月三日。
（
44）	　
同右、第一五五〇冊、正祖八年二月一四日。
（
45）	　
田代書、三六
・
三六八︱九
・
三七二頁。
（
46）	　『承政院日記』第一六三四冊、正祖一一年九月三〇日。
（
47）	　
同右、第一九二一冊、純祖七年正月一三日・二〇日。
（
48）	　
とは言え 一九世紀になっても対馬藩の輸出圧力は高く、債権の恒常的な未償還傾向は解消されなかった。
